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本日の内容
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Ⅱ．国際的なMedical Tourismの潮流

１．定義

２．国際的なMedical Tourism発展の背景

３．近年の動向

４．国内外の事例紹介（治療版・健康予防増進版）

Ⅳ．Medical Tourismを検討する際の留意点



Ⅰ．自己紹介

・岡村世里奈（おかむら せりな）
国際医療福祉大学大学院
医療経営管理分野＆医療通訳・国際医療マネジメント分野 准教授
上智大学法学部卒業、同大大学院法律学研究科博士課程前期修了（法学修士）。
同大医療福祉学部医療経営管理学科助手、The Beazley Institute for Health Law 
and Policy,School of Law, Loyola University of Chicago客員研究等を経て現職。

・2010年 同大大学院長開原成允先生のご指示でmedical Ｔｏｕｒｉｓｍの国際カン
ファレンスに出席（→当時の日本国内の議論とのギャップにショック）

・2010年 当時の民主党政権が発表した新成長戦略の中に「国際医療交流の推
進」が掲げられたことから関連省庁で、関連施策が実施される。
→厚労省「国際医療交流（外国人患者の受け入れ）への対応に関する

研究」班参加（～2016年まで継続）
（※2014年頃から、訪日外国人観光客の緊急医療の問題に取り組む）

・2017年 厚生労働省「医療通訳の認証制度の在り方に関する研究班」参加（継続中）
東京都医師会外国人対策委員会委員、沖縄型医療通訳システム構築及び
実証検討委員会委員長等にも従事。

・2018年 内閣官房健康・医療戦略推進本部「訪日外国人に対する適切な医療等の
確保に関するワーキンググループ」メンバー、厚労省「外国人患者の受け
入れ環境整備に関する研究」班参加、（ＭＴに関しても国際研究継続中）



Ⅱ．国際的なMedical Tourismの潮流

１．定義



１．定義

・現時点で国際的に統一した定義はなし。

・日本では当初、「医療観光」と訳されたこ とから、医療と観光を組み
合わせて提供するのがMedical Tourismと考えている者が多いが、
これは国際的に見ると必ずしも正確な理解とは言えない。

（参考：日本政府「国際医療交流）

・定義例（米国国立医学図書館 MeSH）

「Travel to another country for the purpose of medical 
treatment」

Medical Tourism：非常に概括的な概念
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様々な分類化への試み

＜分類例①＞
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＜分類例②＞

（出典：C. Michael Hall(ed), Medical Tourism：the ethics, regulation, and marketing of health mobility, p12,Routledge, 2012)  

abortion tourism
transplant tourism

stem-cell tourism

ferti l i ty tourism

MEDICAL
TOURISM
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SPA
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２．国際的なＭedical Tourism発展の背景



（理由１：自国で満たされない医療ニーズの存在）

高い医療費・自己負担（米国等） 長い待機期間（イギリス、カナダ等）

低い医療水準や限られた医療資源

＜その他＞

・国内の政情不安定

・再生医療等、自国での治療禁止

・宗教上の理由により、自国での治療禁止
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（理由２：国際情報網・交通網の発展）

→海外の医療機関であっても情報入手や受診が可能 10



（理由３：ファシリテーター産業の発達）

＜例：My Medical Treatment Abroad＞
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日本で言うところの
「渡航支援企業」



・渡航サポート

・かかりつけ医への
診療記録等の円滑
な移送

・アフターケアの調整

・アフターケアの支援
やフォローアップ

・継続的なコミュニケー
ション

・満足度調査

・手術前ケアの円滑化

・治療の円滑化

・退院計画

・ケアサポートのフォ

ローアップと調整

・渡航、移動、宿泊

・個人的なサポート

・メディカル・ツーリズムに
関する患者教育

・情報の提供

・メディカル・トラベルの為
のアセスメント

・医療提供機関の選択

・診断記録や検査データ
の送付

・ケアの調整

・コンシェルジェサービス
および渡航サービス

事前ケア
(Pre Care)

渡航・手続き
(Travel & Procedure)

事後ケア
(After Care)

<ファシリテーターの役割>
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・主に米国の患者
・歯科・美容整形、スパ等

コスタリカ

・主に周辺のラテンアメ
リカの国々の患者、
U.S.患者等

・がん治療、眼科、歯
科・美容整形、健診等

キューバ

・主にU.S.患者
・歯科・美容整形・眼科、

肥満治療、癌治療、ス
パ・トリートメント等

パナマ

・ASEAN諸国、アジア、中東、
アフリカ、米国、 ヨーロッ
パ諸国の患者等

・心臓手術、肥満治療、美
容整形、歯科、整形外科、
性転換手術等

タイ

・インドネシア、マレーシ
ア、中東の患者等

・心臓手術、神経外科、
整形外科、歯科等

シンガポール

・主に、インドネシア、英国、
アラブ首長国連邦、米国、
中国、香港の患者等、

・肥満手術、心臓手術、美容
整形、審美歯科、スパ、整形
外科、一般外科等

マレーシア

・米国、カナダ、英国、そ
の他ヨーロッパ諸国の
患者等

・歯科、眼科、心臓手術、
整形外科、美容整形、
臓器移植等

インド

・主に米国、ロシア、モン
ゴル、香港、中国の患
者等

・美容整形、癌治療、健
診、眼科、歯科、伝統
医学等

韓国

・米国、ヨーロッパ諸国、
ナイジェリア、その他ア
フリカ諸国の患者等。

・美容整形、歯科、体外
受精、メディカル・スパ
等

南アフリカ

・英国、ドイツ、オーストリ
アの患者等

・歯科、眼科、美容整形、
IVF、ヘルス・スパ等

チェコ

・オーストリア、英国、アイ
ルランド、ドイツ、デン
マーク、スイスの患者等

・歯科、美顔整形手術、
眼科、リハビリテーショ
ン、 整形外科、IVF等

ハンガリー

・英国、ドイツ、スカンジナ
ビア諸国の患者等

・歯科・眼科、ヘルス・ス
パ等

ポーランド

・英国、オランダ、ベル
ギー、アゼルバイジャ
ン、ロシアブルガリア、
シリア、イラク、アフガ
ニスタンの患者等

・美容整形、歯科、体外
受精、レーシック手術、
メディカル・スパ等

トルコ

・周辺アラブ諸国の患者等
・心臓手術、整形外科、

アラブ首長国連邦

・イラク、パレスチナ、スー
ダンの患者等

・美容整形、脳神経外科、
眼科、歯科、臓器移植
等

ヨルダン

＜Medical Tourismの主な受け入れ国＞

（理由４：外国人患者の誘致に乗り出す医療機関・国）

・主にU.S.患者
・美容整形等

ブラジル
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例）マレーシア：MHTC
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例）韓国：KHIDI
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（整理すると‥）

＜先進諸国＞
・USA、西ヨーロッパ
等の「重い医療費負

担」問題

＜先進諸国＞
・カナダ、UK等の
「待ち時間」問題

＜発展途上国＞
・ロシアやアジアの
一部、アフリカ、アラ
ブにおける「医療の

質」問題

「自国で満たされない医療ニーズ」の発生

・国際情報網や国際交通 網
の発達
→患者の海外の医療機関

に関する情報収集 や受
診を容易化

・民間医療保険会社や政府
と医療機関間の国際
ネットワークの構築・拡大
→患者の海外受診を容易化

・周辺産業の発展（ファシリ
テーター産業の誕生、民間医
療保険会社の国際ネットワー
クの構築）
→患者の海外受診の容易

化、病院の 外国人患者受
け入れをサポート

・受け入れ国による様々な患
者受け入れ推進策（医療ビザ、
各種プロモーション活動）
→患者の海外受診を容易化

患者の海外の医療機関受診（Medical Travel）を促進

16
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３．近年の動向



３．近年の動向
（１）国際会議等での議論の変化

医療費の比較

＜2000年代後半＞

ファシリテーターの
役割に関する検討

患者の安全性の確保

医療の質・国際認証制度

訴訟対策

マーケティング（不特定多数、
対象国）

＜2010年以降＞

Aｌｌ Inclusive Planの説明
（提供する医療内容、関連データ（成功率、死亡率、合
併症の発生率、医師の経歴、支払方法、国際患者セン
ターの有無、認証制度取得の有無、All Inclusive 
Cost, 付添い家族への対応、フォローアップ等）

国際認証制度、Medical Travelerのため
の病院ベンチマーク関する研究・開発

海外の医療保険者、政府、ファシリテーター
との連携強化

ケアの継続性

マーケティング（各国の医療ならびに関連
制度の動向、Regulationに関する研究）

Aｌｌ Inclusive Costの比較

病院の国際患者センターの機能（ホーム
ページ、役割等） 18



（１）正確なデータ収集の必要性

（２）Medical Travelerの安全性や医療の質の担保するため
の認証制度の構築の必要性

（３）ファシリテーター事業者に対する規制問題

（４）患者の国際移動に伴う新たなリスクへの対策

（５）遠隔医療に関する規制をめぐる問題

（６）倫理上・法律上の問題への対策

（２）Medical Tourism（Travel)をめぐる国際的課題

成長産業としての側面ばかりに着目し、ひたすら拡大を目
指していた段階から、その国際枠組みやルールを構築しよ
うとする段階へ移りつつある。 19



メリット デメリット

外 国 人
患 者 受
入国

・外貨獲得

・医療機関等による税収の増加

・医療専門職の国内流出の防止・

海外流出者の帰国

・雇用の創出（専門職、一般職）

・医療従事者の技術の向上

・医療機器の整備状況の向上

・国内医療の質の向上

・周辺産業の活性化、等

・（莫大な）投資の必要性

・（無駄・過剰な）医療機器・施設の整備

・医療資源の国内患者からの剥奪

・医師・看護師等の医療人材不足の悪化

・公から民への頭脳流出

・医療システムの二層化、等

外 国 人
患者

送出国

・患者の医療へのアクセス確保

・医療費の抑制、等

・国内の医療サービス市場の縮小

・フォローアップの問題、等

（３）すでに始まっているMedical Tourism（Travel)に対する反省と評価

→ Medical Tourismには「メリット」「デメリット（リスク）」の両方が内在。
→ どちらに進むかは関係者次第。日本の医療環境・経済・社会に対応した日本独

自の「日本版医療の国際化」を検討していく必要がある。

・国際的にも、MTの「成長産業」としての側面ばりに注目するのではなく、その国内
医療等への影響を冷静に評価しようとする 動きが少しずつ出てきている。
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（４）近年最も注目されるMT：”Wellness Tourism”

・Wellness Tourism: Medical Tourismの中の一部分。他国において健康
増進や身体的・精神的な健康維持・予防等を目的としてサービスを受けること。



”Wellness Tourism”が注目されている背景
①世界の高齢化率の推移

（出所：平成29年版高齢社会白書11頁）



②世界の中流階級人口の将来推計

（https://www.sec.gov/Archives/edgar/data/1306830/000095012311047862/d82031exv99w2.htm）



（出所：IDF,“IDF DIABETES ATLAS 7th Edition”,p13) ）

③世界の糖尿病患者数の将来推計（2015年、2040年）



④世界の”Wellness Tourism”市場の動向

・Global Wellness Institute：
「世界のWellness Tourismは、2013年に4,941憶ドル規模だったものが、

2015年には5,632憶ドル規模まで拡大（14％）。これは通常のTravelの
2倍以上の成長率である。」

（https://www.globalwellnessinstitute.org/press-room/statistics-and-facts/）
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４．事例紹介



４．事例紹介
（１）ウリドゥル病院（韓国）

http://jp.wooridul.com/



https://www.youtube.com/watch?v=vyJBtCmLmiM



（２）Danubius Hotel Group (Medical spa等)(東欧）

https://www.danubiushotels.com/



Ⅲ．Medical Tourism
に関して検討する際の留意点



2018 2020 2022 2025 2030 2035 2040 2045

和歌山県内の医療をめぐる状況（医療資源等）や県内の訪日外国人観光客をめぐる状況

県内患者の
医療ニーズ

外国人観光
客の医療
ニーズ

“医療観光”

優
先
順
位

高

低

検討のポイント：①国際競争力、②国内競争力、③「県内患者の医療ニーズや外国人観
光客の医療ニーズ」に悪影響を与えないもの、若しくはプラスに働くことが期待されるもの、
④県の関連施策（観光、新規産業開発等）の発展に資するもの


